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書店・図書館等をめぐる現状と課題、
今後の連携のあり方（案）
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書籍＋雑誌 書籍販売金額 雑誌販売金額

１. 書店を巡る現状 ①書籍・雑誌販売額推移

書籍販売金額
  ’96 1兆931億円
’20    6,661億円

雑誌販売金額
  ’96 1兆5,633億円
’20       5,576億円

総販売金額
  ’96 2兆6,564億円
’20 1兆2,237億円

46.1%
総額 対96年比

１



26.2%

全国市町村
のうち

出典：毎日新聞2022年12月9日朝刊

書店ゼロ
自治体

２. 書店を巡る現状 ②全国書店ゼロ自治体

２



書店を取り巻く環境

【日本】

• 出版市場は紙＋電子４年ぶり前年割れ（前年比▲2．6％）

• 紙の市場は、合計▲6．5％（雑誌▲9．1％、書籍▲4．5％）

• 電子市場は、合計＋7．5％

【アメリカ】

• 出版市場は前年比13％増加 172以上の独立系書店がオープン

２

３. 書店を巡る現状（日本とアメリカ）2022年

今こそ、図書館界と出版界が連携すべき時

• このまま、放置すれば書店だけでなく出版社や販売会社も立ち行かなくなり

 著者の執筆にも影響する。図書館にも利用者にも大きな影響を及ぼす。

• ただ、アメリカの状況をみるとまだ復活の可能性がある。

• 今こそ、両者が連携し、出版文化を守る時ではないか。 ３



図書館界と出版界の間に永年横たわる、複本問題を
乗り越え、次のステージ（協力体制）に進みたい。

1. 複本に対する相互理解と決着のシナリオ
2. 何故、複本をする必要があるのか、その理由と解決策の

相互提案
例①貸出が図書館評価の基準であることへの対応
例②利用者からの要請への対応

BOOK MEETS NEXTの最大イベント
11月の京都ブックサミットで方向性を示したい！

４.今後の連携のあり方（案）

４



年々出版業界の売り上げは減少傾向。
｢出版不況｣という単語が､もはや新聞の見出しにならない時代｡

読書活動が人や社会をより豊かにすることに
疑いの余地はないが､既知の事実でもある｡

単に｢本を読むことは素晴らしい｣と訴えるだけでは誰も反応しない｡

だから､既存の読書推進から一歩進んだ新たな取り組みを
業界全体ではじめよう｡

｢本｣｢書店｣｢読書｣｢出版業界｣を、良いもの/正しいものではなく､
もっとワクワクするものに変えていこう｡

５. BOOK MEETS NEXTとは

５



BOOK MEETS NEXT 2023｢秋の読書月間｣開催期間

2023.10.27(金)～ 2023.11.23(木) 28日間

11月1日～2日

・本の日
・TOKYO

RIGHTS
MEETING
＠浅草

・BOOK
EXPO
@大阪

・悠々会
連携イベント
@8日 東京

・KYOTO BOOK
SUMMIT
@京都

・関西版権説明会
＠京都

11月7日 11月8日～9日

上記の連携により､日本中の関心を出版や書店に集めることを目指す！

11月3日～4日

・連携ブック
マルシェ
＠名古屋

10月17日

・オープニング
イベント
@東京

６. BOOK MEETS NEXT2023 メインスケジュール

10月28日～29日

・神保町
ブック
フェス
ティバル
＠東京

６



７. 京都ブックサミット イベント企画案

７
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